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山行名 道志山塊 今倉山～二十六夜山   [1,470m／1,297 m]    山梨県    

実施日 ２０１５年５月１７日（日）   日帰り     ハイエース利用 

天候／参加人員 天候 ： 晴れ  レベル：★☆    参加者：１１名（男 5 名／女 6 名） 

ﾊﾟｰﾃｨｽﾀｯﾌ CL／計画：  SL：   救護：  会計：  写真：   スタッフ名削除 

参加メンバー 
A 班：（班長）                        参加者氏名削除 

Ｂ班：（班長）                                    合計 11 名 

費用 

￥3,600- 

 

[内訳] ﾊｲｴｰｽﾚﾝﾀﾙ料¥16,848-、燃料代＠110×(140＋50)／5＝￥4,180-、ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ謝礼 

￥18,000-、 交通費合計￥39,028-  

@3,600×11 名＝¥39,600  収支¥39,600－¥39,028＝¥572（カンパ金へ繰入れ） 

 

 所要時間 

 歩行時間 休憩時間 行動時間 ※ ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄﾚｯｽﾝは休憩時間に含む。 

※ 帰路、県道 26 号線出会いから道

坂ﾄﾝﾈﾙまでの歩行 15 分はバスが

迎えに来てくれたのでカット。 

ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ 3：50 ― ― 

計画 4：15 1：30 5：45 

実行 4：18   3：07※ 7：25 

実行コースタイム記録 

1:25（休憩 3回 17 分含む） 

厚木ﾖｰｶﾄﾞ前＝＝市内各所＝＝道志の湯入口（ﾄｲﾚ休憩）＝＝＝登山口･･････････････今倉山(ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄﾚｯｽ）･･･ 

 6:15                   7:28-36            7:52(体操)8:00        9:25-35  

0:42         0:18            0:55（休憩 5分含む）   0:20                       0:15      

･････････ｴｽｹｰﾌﾟﾙｰﾄ分岐･･･････松山（展望台）･･････････････林道出会･･･････････二十六夜山（ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄﾚｯｽﾝ）･･････ 

10:17-27       10:45（昼食）11:25         12:20        12:40－14:15    

    0:55（休憩 10 分含む） 

･･･林道出会･････････････県道 26 号線出会＝＝＝道志「道の駅」＝＝＝＝＝厚木ヨーカド前 

   14:30                15:25-30       15:47-16:15           17:45 

コースの概要、特記事項、反省事項等 

定例会翌日の山行にも関わらず１１名の参加を得て、マイクロバスからハイエースに変更して実施し
た。下山後は入浴するのが恒例となっているが、今回はその入浴時間を使って実践講習を設けたく、事
前にＳＫさん二人に講師をお願いしたところ快く引き受けてくださった。 
天気も上々、交通渋滞も何ら心配なく、ほぼ予定時刻に登山口に到着した。この山域は交通の便が良

くないので馴染みが薄く、初めて歩くという人が半数もいた。 
 道坂トンネルを出た所に細い登山道がある。山道はしっとりとして歩きやすく段々と急登となり、振
り向けば富士山の雄姿を見ることができるのだが、今日は生憎姿見えず、ただひたすら登るのみ。少し
蒸し暑く薄っすらと汗をかきながら今倉山に到着。 
ここでＳＫさんのワンポイントレッスンを受ける。①傷口の手当のひとつとして、持参した水をかけ

る方法。それにはペットボトルの蓋に穴を開けた予備の蓋を用意し、交換して傷口を洗浄する方法。貴
重な水の節約と、その水の勢いに初めて聞くというメンバーが多く大拍手。②雨具の着脱に靴汚れ対策
として、ス－パの大き目の袋で登山靴を被せる方法の 2点を教わった。 
 講習が終わり、松山へと出発。ここからは谷から吹く風が心地よく、時々アップダウンを織り交ぜた、
新緑のトンネルを歩く稜線歩きとなる。元気なブナの巨木が沢山あり、トウゴクミツバツツジやヤマツ
ツジもこの新緑に一段と映えて綺麗だ。珍しいルイヨウボタンもそそと咲いており、初めて見たという
メンバーが多かった。 
狭い展望台の松山に到着。生憎富士山の全貌は拝めないものの、360 度の大展望を満喫しつつ、ここ

で少し早い昼食とする。ここから二十六夜山へと向かう。新緑と木漏れ日の静かな稜線歩きが延々と続
くのは俗化されていない所以なのかと思う。一旦林道に出て直ぐに二十六夜山へ登り返す。 
山頂は静かな佇まいで、ここからも富士山の絶景が望めるのだが、生憎霞の中で残念である。この山

の謂れを掲示板で見たりして各々過ごしたあと、ＳＫさんのワンポイントレッスンを受ける。 
メンバーからリュックの中身を見せて貰いたいとの要望で、３０L のリュックから水 500cc を 3 本、

救急袋は勿論、修繕袋、ロープ、ハーネス、ツエルトまでも入っておりコンパクトに纏めていられるの
には一同驚く。ツエルトの張り方も教えて欲しいとの声があり、帰る時間を気にしていられる講師ＳＫ



さんに、良い機会なのでゆっくり講義していただきたいとお願いし、指示を受けながら納得    2/2 
いくまで張る練習をした。また、ツエルトを利用して怪我人の搬出方法も丁寧に教えていただいた。後
日談であるが、この時『マスト結び』を習ったものの、一回ではなかなか覚えられず、帰宅後、早速ネ
ットで復習して、しっかり覚えたと言う熱心なメンバーもおり、嬉しい限りである。我がメンバーだけ
の山頂で、ゆっくり講義を受けた後、往路を林道まで戻り４５分の林道歩きが待っている。 
太陽が燦燦と照りつけての林道歩きは辛いと思ったが、幸なことに 1 時間３０分弱の講習時間が功を

奏したお陰で太陽も少し西に傾き、所々木陰を歩くことになったのであまり苦にならない。また歩道の
上にゆったりとしている赤い蛇に遭遇のハプニングもあって、思いのほか苦にならず県道出会いに到着
した。 
ここから更に１５分の県道を登山口まで戻らなければならなかったが、連絡が取れてバスが迎えに来

てくれたお陰で道志「道の駅」に直行し、ビールで喉を潤す人、アイスクリームをほお張る人と各々過
ごし、渋滞のない道志の道を後にした。 
★ 今回、古参のメンバーに、割と新しいメンバーの混合チームでした。１１名と小人数なので、計

画表の時間に囚われず歩いてみたところ、案の定トイレタイム等の休憩時間が少なくて済みまし
た。 

★ 講習も質疑応答ありと和気藹々と笑いが絶えなく、たくさん勉強しました。講師の両ＳＫさん、
ご協力ありがとうございました。私も早速穴を開けたペットボトルの蓋をポシェットに忍ばせて
います。                                                  

                                             以上                                                                                            

 


